
　日本を含めたアジア地域で演奏された2015年の新作を中心と
した演奏報告，展望を記します。
　第17回嶺南国際現代音楽祭が11月５日，６日両日に韓国，大
邸の，スソン，アートピア・ムハクホールにて開催された。海
外からは日本の松岡俊克Toshikatsu Matsuokaが，ドイツから
はヘルムート・ツアップ（Zapf）が招待され，開催国の作曲家
であるGregory Kiim, Joonghee Kim, Sung mi Park 等の作品が
演奏された。招待作品として松岡の「ソロ・ソプラノサクソフ
ォーンの為のHerbst」が初演された。
　第７回東アジア音楽祭2015inヒロシマ─被爆70周年祈念公演
がJMSアステールプラザ・オーケストラ等練習場にて11月７日
開催された。
　レクチャーコンサート打楽器による「伝統と現代の響奏」。
音楽監督伴谷晃二，プロデューサー末永裕美子，万代恵子，デ
ィレクター萩原里香，松田亜希子。
　招待作曲家，作品は
日本：坪能克裕　クリスタル ホモロジー（2015；世界初演）
TSUBONOU, Katsuh i ro :Crysta l homo logy（wor ld 
premiere）
韓国：李愛蓮　ガラクⅡ（2015；世界初演）LEE, Ae Lyun; 
GARAK II, for Marimba and Tam-Tam（world premiere）
台湾：鄭吉宏　涅槃二給打撃樂器興雙簧二重奏（200 4）
CHENG , L i -Feng :“N i rvana”DUET f o r Oboe and 
Percussion 
韓国：鄭絃樹　想像の中の夢（2015；世界初演）CHUNG, 
Hyun-Sue; Imagenary Dream for Vibraphone solo（world 
premiere）
香港：陳永華　CHAN, Wing-wah: VELOCITY for solo 
Marimba（2015；世界初演world premiere）
　参加作曲家，作品は
伴谷晃二（広島）ヒロシマの詩Ⅰ，マリンバのため（2010）
TOMOTANI, Koji；The Poems of Hiroshima,for Marimba 
solo 
木下大輔（栃木）晴れた日の記憶─クラリネットとピアノのた
めの─（2015）KINOSHITA, Daïsuké Mémories des jours 
ensoleillés:pour clarinet et piano　しじま
菊池幸夫（広島・東京）光の静寂の中で─ヴィブラフォンのた
めの─（2015；世界初演）KIKUCHI, Yukio: In Silence of 
Light for vibraphone（world premiere）
土井智恵子（東京）DOI, Chieko: orizuru（2015；世界初演
world premiere）
二宮　毅（福岡・北海道）〈音信〉（2015；世界初演world 
premiere）NINOMIYA, Tsuyoshi; Tiding for Flute and 
Vibraphone
遠藤雅夫（東京）〈キュグナス〉マリンバソロのための４つの
小品（2011）ENDO, Masao; CYGNAUS four pieces for 
marimba solo

板津昇龍（岐阜）永遠の平和の鐘（2015；世界初演）ITAZU. 
Shoryu: Eternal Peace Bell（world premiere）

　打楽器，マリンバ，ヴィブラフォンは荻原里香，松田亜希子，
出口智子，村田聖子，オーボエ山口里美，クラリネット末長裕
美子，ピアノ伴谷真知子。
　11月６日から11日までフィリピンのマニラとバタンガスで，
第33回ACL音楽祭が開催。
　開催期間中行われたACL青年作曲賞コンクールはACL各支
部から選出された代表13作品が参加し結果は以下の通り。
１位　Tearing Apart Those Wings：向井　響（日本）
２位　Love Songs for Piano Trio：Bertram Wee（Singapor）
３位　Seraphic Lucidities：Callum Blackmore（New Zealand）
　審査委員長は，Chinary Ung（Cambod ia）審査員は，
Kyungmee Rhee（Korea），Wen-tze Lu（台湾），Shai Cohen
（Israel），Andrian Pertout（Australia）
　授賞式で，賞状と賞金が松下功ACL会長より授与された。

　●　�アジア地区の演奏，…
交流，発表等について
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